付録　本書を用いた1年生向け演習へ向けて　
1． 具体的な演習の進め方
（1） 具体例の設定に
　本書に示してきた内容は、様々な形態のゼミで利用可能であろう。とはいえ、本書は実際のゼミ運営を踏まえている。それゆえ、本書は、執筆に当たり一定のゼミの形態が共通認識となっている部分がある。この共通認識となったゼミの形態を示すことは、本書を活用するための有益な一つのオプションを提示することになると思われる。そこで、以下2つのゼミの実例をもとに本書を用いた具体的な演習の進め方を示す。
ここで示す実例は、1年次前期開講、1クラスは20人程度の基礎演習、基礎ゼミナールなどとよばれる演習である。学期末に、複数ゼミ対抗でディベート大会をおこなっており、そのために、参加ゼミで合同のディベートルール説明会を開催する。また、学期の早い時期に図書館ツアーで資料収集の方法を学ぶ。
（2） 実例
１）各回概要
	回
	月
	
	内容

	1
	4
	第1週
	ウォームアップ期
	オリエンテーション・自己紹介・班分け
ディベートモーションの決定
図書館利用説明会
レポート課題（感想文）

	2
	
	第2週
	
	

	3
	
	第3週
	
	

	4
	
	第4週
	
	

	
	5
	第1週
	ゴールデンウィーク

	5
	
	第2週
	ディベート第1期
	ディベート合同説明会

	6
	
	第3週
	
	レポート練習／ディベート準備

	7
	
	第4週
	
	ディベート（１）・1回目

	8
	6
	第1週
	
	ディベート（１）・2回目

	9
	
	第2週
	ディベート第2期
	ディベート準備

	10
	
	第3週
	
	ディベート（２）・1回目

	11
	
	第4週
	
	ディベート（２）・2回目

	12
	
	第5週
	
	ディベート（２）・3回目
（ディベート大会出場者決定）

	13
	7
	第1週
	クラス対抗ディベート大会～最終回
	クラス対抗ディベート大会

	14
	
	第2週
	
	ディベート大会総括

	15
	
	第3週
	
	千秋楽（全体のまとめ）


２）ウォームアップ期（第1回～第4回）
この時期にガイダンスや自己紹介などの一般的な内容に加えて、本書をもとに行うゼミでは、ディベート・モーションの決定がされている。この時期にディベート・モーションを決める理由は二つあり、一つは、ゼミ生にこれから取り扱う課題を早めに示して準備を促すためである。本来のパーラメンタリー・ディベートのモーションはディベート開始直前に示されるが、基礎演習においては資料収集の練習をする意味でも、各クラス早めのモーション提示を行っている。もう一つの理由は、期末にディベート大会を開くための日程上の理由である。ディベート大会を開催するにあたって大会で用いるモーションを決める必要がある。この大会用モーションまたはそれと類似のモーションは、大会の準備を公平に行えるように、大会に参加するゼミは授業で取り扱わないことにしている。それゆえ各ゼミが取り扱うモーションを早めに決めて、それと重複しないモーションを大会用に選ぶことにしている。
また、この時期に行われることとして、図書館利用説明会がある。この図書館利用説明会も図書館と協力し合い、ディベートをするための資料準備に即した形で行うことで、より実践的に学生が図書館の利用方法を理解できる。具体的には、図書館利用説明会用に比較的定番のモーション候補を3つほど準備し、各ゼミは当該ゼミの図書館利用説明会で使うモーションを事前に決めておく。これにより、図書館資料説明会での資料検索実習成果をクラスでのディベートに取り込むことができる。また、説明会の場で追加の資料検索課題を提示し、当該課題の提出を後日求めることで、説明会で得た知識を定着させることも試みられている。
さらに、予定が合えば裁判傍聴をこの時期に行うこともありうる。
３）ディベート第1期（第5回～第8回）
この時期にディベートをスタートするクラスが多い。ディベートのため、クラスは4人～6人程度の班に分かれる。ディベートは30分なので1回のクラスで2ゲームは行うことが可能である。しかし、実際に2ゲームを行うと時間的にはやや慌ただしいため、1ゲームとその講評、モーションとなったテーマをさらに検討する時間をとるという時間配分をとるクラスもある。
本格的なスタート前にディベート大会に参加するクラス合同でディベートルールの説明会を行う。統一したルール説明会を行うメリットは以下のとおりである。そもそも、ディベートのルール説明は全クラスで必要なため①合同で開けば効率的である。また、②担当教員のディベートルールへの知識の多寡にかかわらず正確なルール説明ができる。それゆえ、③担当教員がディベートルールに精通していなくても、ゼミでディベートを取り入れることが容易となる。加えて④より多くのクラスがディベート大会に参加可能となり盛り上がりやすい。
　ディベート合同説明会の翌週は、各クラスで工夫がなされている。改めて各クラスでルール確認やディベートの進行を確認したうえで、ディベートで求められる説明の方法や立論の方法を練習することに宛てるクラスや、すでにレポート課題を課しているクラスは、レポートの書き方の練習を行うクラスもある。
　その後、ディベートを実際に行うが、時間を短縮して行うクラスも多い（たとえばコンストラクティブ・スピーチを3分とする）。多くの学生にとって5分間かけてしっかり話すことは、この段階では難しいようであり短縮すれば、より無理なくゲームに慣れることができる。また、1ゲームに必要な時間が短くなるため、ゲーム後に立論について検討する時間がより長く取れるというメリットもある。他方、5分という時間に早く慣れるよう短縮しないクラスもある。
また、1班4名以上の人数とするクラスが多い。パーラメンタリー・ディベートは通常3名のスピーカーで行われるが、一つのコンストラクティブ・スピーチを複数名で担当することを認めれば（たとえば立論担当者と反駁担当者を別とする）班全員でスピーチを可能にできる。
４）ディベート第2期（第9回～第12回）
　ディベートを一通り体験したら、本格的なディベートに入る。第1期と第2期のディベートには以下のような違いを設けることが可能である。①コンストラクティブ・スピーチの持ち時間を変える（3分→5分）、②モーションをより調査が必要なものへ（次の項目を参照）③レポートやレジュメ作成練習に結び付けるなどである。パーラメンタリー・ディベートは通常立論の際レジュメ等を配ることは認められていないため、③で作成してきたレジュメは、ディベート後の講評の時間などに用いることになる。また、レポートはディベート終了後各班のモーションを課題として作成することで、ディベートでの作業を生かし、さらに進めることが可能になる。また、この時期の最後にディベート大会出場者を決めるゼミが多い。
　この時期にタイミングが合えば議会傍聴を行うクラスもある。
５）クラス対抗ディベート大会～最終回
クラス対抗ディベート大会のモーションは大会1週前または2週前に学生に提示する。また、最初はディベートを「やらされていた」という様子の学生も、ディベート大会ともなると盛り上がってくる。負けるととても悔しい思いもするが、そこに不公平な要素を感じると大きな不満を感じるようである。そこで、公平を期すため教員はディベートの準備には一切関与しないこととしている。また、各クラスで演習の進行や学生の資料収集をアドバイスしてきたSA（スチューデント・アシスタント）もディベートの立論にはできるだけかかわらない。また、モーションの提示から大会までの期間が短い（パーラメンタリー・ディベートとしては十分長いが、資料収集してディベートに臨む本演習では短い）ため、調べやすく、また、与党の定義があまり必要のない程度に具体的なモーションが望ましい。大会に立論者として参加するのは各クラス3名で、他の学生はジャッジとして参加する。ジャッジの学生は他のクラスの立論者同士のディベートのジャッジとなる。ディベートが終わると採点票を回収し、学生は表彰式会場に移動する。SAと教員が集計した総得点をもとに表彰式で、ディベート会場ごとの勝利クラスを表彰する。平均点で全クラスの順位を出すことも不可能ではない。しかし、ジャッジも1学期間のみの経験なので採点の仕方が相対的に甘いクラスと厳しいクラスの差はどうしても生まれる。その結果、採点の甘いクラスのジャッジが担当したチームが（そのクラスの勝ちチームも負けチームも）上位に来る結果となりがちだという問題がある
ディベート大会を終えると翌週、ディベート大会の総括を行う。自らのクラスのディベートの様子は、大会当日は聞けないため、ここではじめて自らのクラスの代表の戦いぶりを聞くことができる。また、クラスで改めてディベート大会のモーションを用いてディベートをすることもできる。さらに大会のモーションをクラスで検討することも可能である。
2． モーション集
	モーション
	コメント

	AよりもBがよい型（ブレーンストーミング向け）

	・比較してどちらがいいという形のモーションで、比較の対象として以下のような例がある。
1 新幹線の方が飛行機よりもよい
2 猫は犬よりも優れたペットである
3 かちかち山のウサギはタヌキより悪い
4 サッカーは野球より優れたスポーツだ
5 眼鏡の方がコンタクトレンズより快適だ
6 一軒家よりマンションの方が住みやすい
7 トートバックはリュックより優れている
8 パンの方がごはんより朝食向きだ
9 田舎暮らしは都会暮らしより充実している
10 映画は映画館より家で見るべきだ
11 デジタル時計はアナログ時計より優れている
12 アルバイトをするなら塾講師より家庭教師だ
13 紙の辞書より電子辞書が便利である
14 アイスクリームならプラスチックカップよりコーンだ
	一見とっつきやすそうなモーションに見えるが、実際は価値論題となることが多く、ディベートのモーションには向かない。しかし、右のように楽しげなテーマを多く見つけることができ、身近で盛り上がりやすいので、ディベートをはじめるまえにブレーン・ストーミングの練習をする際には向いている。
また、ここに挙げたモーションは、多くが曖昧であり、様々な定義が可能である。それゆえ、定義の重要性（より一般的にいえば問題意識を明確にすることの重要性）を学ぶ上でも有益であろう。

	身近な話題
	

	1 週休二日制を廃止すべきだ
2 公共の場を全面禁煙にすべきである
3 主夫を増やす政策を増やすべきである
4 18歳から飲酒を認めるべきである
	学生にとって身近に感じることができる話題でも、それなりに調査を必要としディベートを成立させうるモーションである。

	環境問題

	1 サマー・タイムを導入すべきである
2 福岡市は、ゴミの減量のためにごみ処理を有料化すべきではない。
3 ●×市はパーク・アンド・ライドを実施すべきである
4 ディーゼル車の走行を禁止すべきである
	環境問題は、今日的トピックであるだけに比較的資料の量も豊富で探しやすい。しかし、①などは定番モーションであり、立論そのものの例が様々なところに掲載されているため、それに頼る学生がでてきうる。③,④はまだ多くが自動車に乗っていない1年生には実感がわきにくいことが懸念される。

	法学関係

	・公法系
①裁判官にも政治活動が認められるべきである
②信仰のために輸血を拒否する患者に対し、医者の判断で手術中に輸血することが認められるべきである
・民事系
③嫡出子と非嫡出子の法定相続分の差をなくすべきだ
④夫婦別姓を認めるべきだ
・刑事系
5 刑を廃止すべきだ
⑥少年犯罪においても実名報道がなされるべきである
	法律関係のモーションは、法学部の基礎教育という観点からは望ましいものの、1年生には荷が重く、専門的な議論に到達することは難しいようである。かえって中途半端な理解を生む危険性もあり、考慮の必要がある。④⑤は、法律学的な議論にこだわらなければ、モーションとして十分機能しうる。ただし、⑤も定番モーションであり、環境問題の①と同様の配慮が必要である


	医療・生死関係

	1 安楽死を認めるべきだ
2 脳死を人の死と認めるべきでない
3 代理出産を認めるべきだ
4 クローンを認めるべきだ
	この分野は、学生の関心も高く、ディベートも活発になりやすい。また、資料も比較的豊富である。ただし、この分野はそれだけに定番の論点であり、出典のあやふやな安易な資料収集に走る危険性がある。また、環境問題①同様、完成された立論もネット上で見つけられる。

	教育関係

	・主に高校まで
1 ゆとり教育は、積極的に行われるべきだ
2 小学校で英語を教えるべきだ
3 夏休みの宿題は不要である
・大学教育
4 授業を６０分にすべきだ
5 大学（学校）などは９月から開始すべきだ
6 大学の講義は必要ない（コンピュータで授業する）
7 4年制大学は留学を必修化すべきである
	必然的に身近な話題でありつつ、資料もあり、ディベートとしても成立しやすいのがこの分野であろう。
①などのゆとり教育関係は複数のクラスで用いられ、活発な議論がなされているようである。なお、⑥については、コンピュータに関する技術的議論に陥る危険性が指摘されている。

	外交政策関係・国際関係

	1 日本は安保理の常任理事国になるべきだ
2 途上国の援助は先進国の義務である
3 捕鯨は認められるべきだ
4 在日米軍はなくすべきだ
	この問題も、今日的トピックが多く、資料も多い。①は、人気があり、②は留学生がいる場合、議論が活発になるようである。ただし、注意が必要な内容もある（後述）。

	その他政策

	1 すべての原子力発電所の運転を停止すべきだ
2 すべての歩道を自転車通行不可にすべきだ
3 救急車を有料にすべきである
	　その他、時事問題などから、作成することが可能なモーションも多い。①は古くからある議論だが、②③などは、資料が新聞等に限られることが多い。


iv　
付録i

